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安
全
・
安
心
の
た
め
に
建
て
替
え

　
も
み
じ
園
は
、
鉄
砲
小
路
の
浄
念
寺
住

職
が
民
間
保
育
所
と
し
て
設
立
し
、
昭
和

33
年
に
菊
陽
村
立
保
育
所
第
１
号
と
し
て

移
管
を
受
け
、
町
が
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
26
年
に
行
っ
た
耐
震
診
断

の
結
果
、
耐
震
性
能
の
基
準
を
下
回
り
、

民
間
活
力
を
生
か
し
た
効
果
的
な
保
育
所

運
営
を
行
う
た
め
、
民
間
法
人
に
よ
る
建

て
替
え
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
平
成
28
年
４
月
、
も
み
じ
園
は
、
町
で

最
初
の
民
営
化
保
育
所
と
し
て
、
仮
設
園

舎
の
ま
ま
、
町
か
ら
社
会
福
祉
法
人
菊
陽

会
に
運
営
を
移
管
。
熊
本
地
震
後
、
新
園

舎
の
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
新
園
舎
は
鉄
骨
造
２
階
建
て
、
床
面
積

１
，
０
８
７
平
方
㍍
で
、
７
室
の
保
育
室

と
ス
テ
ー
ジ
を
有
す
る
遊
戯
室
を
備
え
て

い
ま
す
。

町内初の民営化保育所

もみじ園が完成
もみじ園の新園舎が完成し、２月25日、同園で在園児と保護者、
地域住民、関係者約200人が集まり、落成式が行われました。

問
福
祉
課　
地
域
福
祉
係　
☎（
２
３
２
）４
９
１
３

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）は
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る

た
め
、
所
得
の
少
な
い
人
に
対
し
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
支
給
す
る
も
の

で
す
。
対
象
者
と
思
わ
れ
る
人
に
は
申
請
書
を
送
り
ま
す
の
で
期
間
内
に
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金

■
申
請
期
間　

４
月
17
日
㈪
～
10
月
17
日
㈫

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
申
請
書
発
送
予
定
日

　

４
月
中
旬（
税
務
課
か
ら
の
「
課
税

状
況
の
お
知
ら
せ
」
と
一
緒
に
送
り
ま

す
）

■
申
請
方
法

❶
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
郵
送
申
請

❷
直
接
申
請

◦
菊
陽
町
役
場　
福
祉
課　
地
域
福
祉
係

◦
西
部
支
所（
６
月
30
日
㈮
ま
で
）

■
対
象
者　
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
人

❶
平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
で
町
内
に
住

民
票
が
あ
る
人

❷
平
成
28
年
度
の
町
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
な
い
人

※
❶
❷
の
人
で
も
、
町
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
る
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
や
生

活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
人
、
平
成
28

年
１
月
１
日
か
ら
給
付
金
交
付
決
定
ま

で
に
死
亡
し
た
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

■
支
給
額　
対
象
者
一
人
に
つ
き
１
万
５

　
千
円（
１
回
の
み
）

■
必
要
書
類

❶
申
請
書

❷
本
人
確
認
書
類（
免
許
証
・
保
険
証
・

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
写
し
）

❸
振
込
先
口
座
の
写
し

　
（
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
受

給
者
で
、
同
じ
口
座
へ
の
振
り
込
み
を

希
望
す
る
場
合
は
❷
❸
は
不
要
で
す
）

※
代
理
申
請
の
人
は
追
加
の
添
付
書
類
が

あ
り
ま
す
。

■
注
意
事
項

　
必
要
な
書
類
が
漏
れ
て
い
る
場
合
は

支
給
で
き
ま
せ
ん
。
申
請
期
間
は
市
区

町
村
で
異
な
り
ま
す
。

問 子育て支援課　保育所係　☎（232）2202

保護者

酒
さか

井
い

　加
か な

奈さん、奏
かな

人
と
くん

（南方）

もみじ園園長

田
た

中
なか

　信
のぶ

子
こ
さん

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）の
申
請

事業の修正・追加をしました
　町にしごとが生まれ、人でにぎわい、子育て世代、高
齢者が安心して暮らせるまちづくりを目標とする総合戦
略は、平成27年10月に策定してから１年以上が経過し
ているため、事業の修正などを行いました。国の交付金
を受けて進めている事業も、新たに追加しています。

委員の意見を参考に改訂
　改訂に当たっては、幅広い分野の委員で構成される
「菊陽町まち・ひと・しごと創生総合戦略推進会議」を
平成29年２月２日に開催し、委員からの意見を参考と
しました。

主な改訂の内容
　国の地方創生加速化交付金や地方創生推進交付金で実
施している事業を新たに追加しました。
■“菊陽プロダクツ”ブランド確立推進事業
　町の農産物などを活用した特産品の開発などにより
「菊陽ブランド」の確立を目指します。
■きくよう健康ビジネス起業化プロジェクト
　さんふれあを拠点とした健康づくりの取り組みや、
農産物などの活用による健康、運動、食事を軸とした
しごとづくりを推進します。
※詳しくは町ホームページをご覧ください。
■問い合わせ
　総合政策課　企画政策係　☎（232）2112

地方創生への取り組みを推進するために平成27年に策定した
「菊陽町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を２月20日に改訂
しました。

地方創生のさらなる実現をめざして

まち・ひと・しごと創生総合戦略の改訂  

落成式で歌舞伎体操を披露するもみじ園のつき組園児

広々とした室内で遊ぶ園児

笑いの絶えない毎日を
　人間形成の基礎をつくる時期
に多くの時間を過ごす保育所。
共に助け合い、学び合い、認め
合い、大きくなる「共（教）育」
を理念として、健康な体づくり
や豊かな人間性と社会性を身に
付け、明るく笑いの絶えない毎
日を過ごせるよう、保護者の皆
さんと連携して保育に努めます。

思いやりの心を育んで
　毎日充実しているようで笑顔
が絶えません。イベントもとて
も工夫してあり、先生もいつも
笑顔。他クラスの友達との時間
も多く、いろんな言葉や動き、
遊びを覚えてくれてうれしいで
す。園の生活を通して、周りの
見本になれるよう気遣いや思い
やりの心を育んでほしいです。

町ホームページでご覧になれます

2017.4　広報 広報 　2017.4


